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ぶ内最鷲稼麟おめでとうございます

9
月
帖
日
は

敬
老
の
日

我
が
国
の
館
歳
以
上
の
お
年

寄
り
は
、
平
成
3
年
に
千
五
百

五
十
八
万
人
に
達
し
、
総
人
口

の
一
一
一
・
六
％
を
占
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

2
1
世
紀
を
迎
え
る
平
成
1
2
年

に
は
約
二
千
百
七
十
万
人
で
一

七
・
〇
％
と
な
り
現
在
の
西
欧

諸
国
の
水
準
に
、
さ
ら
に
最
初

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
平
成
3
7
年

に
は
、
約
三
千
二
百
四
十
四
万

人
で
二
五
・
八
％
に
達
し
、
こ

れ
ま
で
に
と
の
国
も
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
高
齢
社
会
に
な
る

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

人
生
八
十
年
時
代
。
老
後
の

長
い
人
生
を
充
実
さ
せ
る
に
は

意
識
の
転
換
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
年
金
な
ど

の
経
済
的
基
盤
は
も
ち
ろ
ん
、

生
き
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が

最
も
大
切
だ
と
い
え
ま
す
。

こ
の
間
題
は
、
現
在
の
高
齢

者
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
高

齢
者
に
な
る
若
い
世
代
に
と
っ

て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
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楽しく牢をきり、‘‘老1

馨驚饗鞄饗
寄霞「三

＼／÷

21世紀中には、国内全人口に占める65歳以上の人の割合が4分の

1に違する超高齢化社会を迎えるといわれています。

そうなれば、全ての人が楽しく年をとっていける社会を造ってい

くことが今後の重要課題となってきます。

従来の老人・障害者福祉対策や医療の充実に加えて、自立自助を

基本に健康についての関心や理解を深め、同時に生涯学習とそれを

通じての生きがい創造の堤を提供することや、健康づくりを実践し

たりする機会の減少をカバーし、世代間の相互理解を深める場所を

設けていくことも必要です。しかし、従来はこういった考え方に基

づく総合的・一体的な社会福祉施設や社会教育施設が少なく、実践

する機会があまり見られませんでした。

そこで、遠賀町では、このような施設を整備し、活力ある長寿・

福祉社会の施策の展開を図るため、平成5、6年度の2か年事業で

第1期工事に着手いたしました。

グラフは、昭和45年から

の町の総人口と65歳以上の

人口（総人口に占める比率）

を示したもので、昭和45年

（二は、わずか825人だった65

歳以上の人が、昭和55年に

は1，287人、平成2年には2．

165人と増え続け、平成13

年には3．570人となる見込

みです。昭和45年と平成2

年の20年の比較を見ただけ

でも総人口は1．8倍の増加

にもかかわらず、65歳以上

の人口は2．6倍に膨れあ

がっています。

総人口（こ占める65歳以上

の人口の比率も昭和55年に
一度は下がったものの、そ

の後確実に上昇を続け平成

13年には、17％に達すると

見込まれています。

だれにもやってくる“老

い”。遠賀町にも態実に高

齢化の波はおしよせできて

います。

ー∴

仮称・福祉の里に

すてきな4
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総
人
口
に
占
め
る

飾
琵
以
上
の
人
口
の
比
率

臆
応
募
方
法
園

①
応
募
愛
称
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
　
（
学
生
は
学
校
名
）
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

②
応
募
容
称
名
に
は
、
説
明
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

③
応
募
蜜
称
名
は
一
人
一
点
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
応
募
愛
称
名
の
著
作
権
は
遠
賀
町
に

帰
属
し
、
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

園
応
募
締
め
切
り
臆

1
0
月
1
5
日
（
金
）

臆
選
定
方
法
S

町
の
審
査
委
員
会
で
、
応
募
愛
称
名

の
中
か
ら
一
点
を
選
定
し
ま
す
。

看
　
貫
　
臆

最
優
秀
賞
〓
点
）
　
の
作
者
に
は
賞

金
五
万
円
を
、
優
秀
賞
の
作
者
に
は
記

念
品
を
贈
り
、
第
一
期
工
事
の
落
成
式

に
お
い
て
表
彰
し
ま
す
。

鵜
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
S

〒
掴
－
4
3
　
遠
賀
郡
遠
賀
町
大
字
今
古

賀
五
一
一
一
一

遠
賀
町
役
場
企
画
課
企
画
調
整
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4



◆大腸がんの年齢別年次死亡率

蝦の混じった硬が出る1線血がふい脚下“につく

鹿の表面にすじ状につく　軸が貴所になるほど多い

黒つぼLl血の臓があるiボタボタまたはシヤーと出る

●鰹節が多い

●合物種鮭が少ない

＼Utあノ　　　肛門（－970－的脚1247例／重大外勤

直腸やS状結腸は大腸がんの70－80％を占めていま

す○それは厘が長く腸内にととまり易く、厘の中の
発がん性物質が陽に悪い影響をあ雇えるためと考え
られています。

資料：（財）保健会館発行の健康メモ

．I－‾

大腸がん検診
容器配布日
（問診と代金徴収）

門
閥
自
問
顕
圃

≪
∴
妙
　
＝
　
恭
擬
ゐ
遷

雷
竃
◎
戟
雪
道
日
田
雷
溺
慧
違

診
遷
襲
蹴

ふ
え
て
い
る
大
腸
が
ん

大
腸
が
ん
は
、
欧
米
に
多
い
が
ん
で

す
が
、
近
年
我
が
国
に
お
い
て
も
増
加

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し

て
、
日
本
人
の
食
生
活
の
欧
米
化
、
つ

ま
り
、
肉
な
ど
の
動
物
性
脂
肪
の
摂
取

量
の
増
加
と
、
食
物
繊
維
を
と
る
量
が

減
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
の
症
状

●
下
痢
と
便
秘
の
繰
り
返
し

●
便
に
粘
液
が
混
じ
っ
た
り
血
便
が
出

る
●
腹
痛
が
あ
る

●
便
が
細
く
な
る

●
出
血
が
あ
る
　
（
痔
と
間
違
い
や
す
い

食
生
活
の
改
善
で

大
腸
が
ん
は
防
げ
る

脂
肪
の
摂
取
量
が
増
え
る
と
大
便
に

排
せ
つ
さ
れ
る
胆
汁
酸
が
大
腸
の
細
胞

を
傷
つ
け
、
が
ん
を
発
生
さ
せ
る
原
因

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
繊
維
の
多
い
食

物
を
と
る
と
、
腸
の
煽
動
運
動
が
活
発

に
な
り
、
排
便
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
の

で
腸
内
が
清
掃
さ
れ
、
が
ん
の
発
生
を

防
ぎ
ま
す
。

大
腸
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に
は
…

●
ポ
イ
ン
ト
1

脂
肪
を
と
り
す
ぎ
な
い
こ
と

高
脂
肪
食
は
発
が
ん
物
質
の
発
生
を

促
し
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト
2

野
菜
や
海
草
類
を

よ
く
食
べ
る
こ
と

食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
A
・
C
・
D

は
、
発
が
ん
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
ま

す。●
ポ
イ
ン
ト
3

便
秘
を
防
ぐ
こ
と

便
秘
は
、
発
が
ん
物
質
に
触
れ
る
時

間
を
長
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト
4

そ
し
て
、
な
に
よ
り
早
期
発
見
、

早
期
治
療
で
す
。

今
年
か
ら
大
腸
が
ん
検
診

が
始
ま
り
ま
す
。

検
診
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

9
月
1
6
日
　
（
木
）
　
か
ら
予
約
受
付
を
行

い
ま
す
。
電
話
で
も
結
構
で
す
。

●
対
象
者
　
4
0
歳
以
上
の
町
民

（
大
腸
・
直
腸
が
ん
や
ポ
リ
ー
プ
の
既

応
の
あ
る
人
、
6
か
月
以
内
に
出
血

の
あ
っ
た
人
、
両
親
ま
た
は
、
子
ど
も

が
大
腸
が
ん
に
か
か
っ
た
人
は
、
問
診

時
で
「
要
精
密
」
と
な
り
ま
す
の
で
直

接
、
病
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
）

●
方
　
法

家
で
便
を
二
日
分
と
り
、
指
定
容
器

に
入
れ
、
後
日
、
役
場
保
健
衛
生
係
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

使
に
よ
る
出
血
の
有
無
を
見
る
簡
単

な
検
査
で
す
。

●
料
　
金
　
五
百
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
課
保
健
衛
生
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
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豊かさは　住みよい環境　住まいから

ご協力をお願いいたします 住宅醗計調査
今回のテーマは「住生活の充実」

今年は住宅統計調査の年。昭和23年から5年ごとに行あ

れでいるこの調査も、今年で10回目を迎えまし7∴

住宅統計調査の結果は、国や地方公共団体の住宅政策を

立案すろうぇで、重要な基礎資料として役立てられます。

まだ、公営住宅の建設計画、大学の研究機関の住宅・防災

問題などの研究にも利用されます。

今回の調査は、全国の14万7，000地域、約400万世帯を対

象に、平成5年10月1日現在で行われます。9月23日から調

査員が各世帯を訪問し調杏葉を配布しますので、調査の対

象となった世帯の方は、調査へのご理解とご協力をお願い

いたします。なお、調査票は10月1日以降に回収します。

‾ヽ
臆書誌、し嘉霊室霊票驚誓議案黙諾霊三詰譜嵩霊誓書
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「ヘ一つ、うまいもんじゃない」とお母さん

．∴

差別をなくすために… 先生たちが夏期研修会 S遠賀町学校同和教育研究協議会 町内の保育園の保母、幼碓園、小・中学校の先生で組 織された遠賀町学校同和教育研究協議会の夏期研修会が 8月20日、中央公民館で行われました。「今ある、あら 

一∴∴　ミ：∴　　∴ ��熊強藤懸駆 
∴∴∴ ／l 

ll ∴： 「∴言 上 1 � 

）撼 l 
滋／／（“／（’ゆる差別をなくすためには、まず教育現場で働く人たち 　から・・・と会加者は舌剣そのもの会場では熱心 

睦王墓蔀講読 たくさんの先生が参加した研究会 

∴∴∴雲鶏∵し：二∴「：「∴寸： 
据鞘結締会あ開聞動蘭書淵′i（ 。そとちまシくはi門i さのてやトリのせ国中 集結盤台喜怒意奈茎レつ 当なま者前ん。つに女I。壬く醐 i 「∴∴三㍍∴ 

自
分
た
ち
で
作
っ
た
料
理
の
味
、

い
か
が
で
し
た
か
。

臆
母
と
子
の
楽
し
い
料
理
教
室

「
健
康
は
パ
ラ
、
ノ
ス
の
と
れ
た
食
事
か
ら
」
こ
れ
を
調
理
実
習

を
通
し
て
、
親
子
で
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
緑
黄
会
（
遠
賀
町
食

生
活
改
善
推
進
会
）
が
企
画
し
た
夏
休
み
母
と
子
の
料
理
教
室
が

7
月
2
9
日
、
遠
賀
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
手
巻
き
寿
司
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
サ
ラ

ダ
、
す
ま
し
汁
、
ス
イ
カ
の
フ
ル
ー
ツ
ポ
、
ノ
チ
の
四
品
。
参
加
し

た
子
と
も
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
お
母
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
る
の
か
、
包
丁
裁
き
も
手
慣
れ
た
も
の
。
手
際
よ
く
調
理
し
て
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大盛況 

かたや青年団のバンド演奏、かたや伝統行事。
夏と言えはまつり。夏まっ盛りの8月、町内の各地区で

盛大に夏まつりが行われました。8月14日は浅木区の夏ま

つりがありました。毎年いろいろな催しで、区民に喜ばれ

ているこの行事、今年は青年団のパント演奏もあり大にぎ

わい、2か月の練習の成果を区民の前で披露しました。

〉 

「　∴　∴ �舜』，∴∴息＼闇「這㍊ニー彩 

：　I　　　　　　∴！∵ 

を ∴ � 

‘認 

あーア、増水にく霧嘉詩宗

恨みの雨…

臆水上カーニバルが中止に

8月22日に開催が予定されて

いた遠賀町夏まつり水上カーニ

バルが、折からの長雨で、コー

ス設営が不可能ということから

中止になりました。レガッタ部

門には、過去最高の63クルー、

アイディア艇部門にも23チーム

のエントリーがありましたが、

本当に残念です。来年は、盛大

な大会にして、全町民でこのうっ

情をはらしましょう。

出場を予定していた選手の皆

さん、本当にごめんなさい。

臆町内各地区で夏まつり

議／ 撲’ 擬態 鶏糞 璃 ∴ �÷ � 

∵∴∴千 く蟹／ �〈 認網 ＼）？／ ∴：∴ ∴； I 

ざ＼／一一∴、、、／＿ 

8月20日は、若松区の栄宗寺で千灯明が行われました。

これは、昔から区に伝わる伝統行事の一つで、寺の境内に

たくさんの灯明を飾り、その中で盆踊りを行うというもの

です。灯明をともすちょうちんは、区の子とも会15人で作

りました。子供からお年寄りまで、区民が一つになって伝

統行春を守り続けます。

青年団が区民の前で練習の成果を披露

遠
賀
町
夏
ま
つ
り
盆
蹄

が
、
総
合
運
動
公
園
グ
ラ

で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た

大
会
も
雨
の
影
響
を
受
け

の
2
1
日
か
ら
翌
日
に
順
延

し
、
会
場
に
は
た
く
さ
ん

訪
れ
、
勇
壮
な
遠
賀
太

鼓
や
総
踊
り
、
ジ
ャ
ス

タ
、
ノ
ス
、
上
別
府
出
身

の
歌
手
響
浩
司
さ
ん
の

歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
て
楽
し

み
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の

「
思
案
橋
」
に
は
今
年
は

別
府
区
と
虫
生
津
区
が
参

し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て

れ
ま
し
た
。

水
上
カ
ー
ニ
バ
ル
の
分
ま
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た

■
遠
賀
町
頁
ま
つ
り
盆
踊
り
大
会

二、

子
ど
も
会
か
作
っ
た
ち
ょ
う
ち
ん
の
輪
の
中
で
踊
り
ま
す



l 　　今年の夏は雨が多くて困った人が多かったようです。私もオ－ 

外国語を身につけるために一番大切なこと－それは、想像力。 

QIIMAGINと∴∴∴∴籍競諜驚詰て謹書盤詳亮 

かご鷲器豊器器誓言需黙　諾薯謹書すのでどしどし応募ください。 
も外国で育っていればその国の文化に影響されながら生 

誌謹蓄藷器欝驚議了∵亨2PUZZLと 
これを克服するのは確かに難しいことです。ではこれを �今回は乗物です（TRANSPORTATiON）。前回と同じよ 

乗り越えるためにはどうすればよいのでしょうか。私は �うに、でたらめ英語がたくさんあります。ひっかからない 
想像力を豊かにすることではないかと思います。外国で �ように．／　　　　　　　　　　　　　10WORDS 
は「日本人には個性や想像力が足りない」と言われてい ます。つまり英語が流ちょうにしゃべれる日本人が少な いのは、この言葉が示す通りだと思うからです。 では想像力を豊かにして暮しlてみましょう！ （日本語でも結構です） 昨晩家の近くを散歩していたら，突然UFOが見えま した！びっくりして、うしろを振り向いたらそこには工 � 

その後，あなたはどうしました？ 良いエイリアンでした？怖いエイリアンでした？ � 

あなたにどのうな影響があったのでしょうか？原稿用紙 一枚にまとめて，エイリアンの絵といっしょに9月21日 � 

、・：

シシナ”の乱用を拡くそ

●保護者自身も薬物の知識を

薬物乱用の怖さ、体への影響など、
子どもの疑問に答えられる程度の知識
を親自身が持つ。

問い合わせ折尾警察署℡（691）0331

短
歌
（
お
人
が
鐙
歌
会
緑
掌
）

河
中
　
講
書
透

見
の
限
り
水
芭
蕉
咲
く
尾
瀬
ケ
原

そ
の
果
て
淡
き
霧
に
紛
る
る

中
野
す
え
の

堪
え
難
き
君
の
言
葉
を
聞
き
い
つ
つ

夢
に
て
あ
れ
と
梅
雨
空
あ
お
ぐ

一
二
滴
寿
美
子

戦
と
も
い
え
る
田
植
え
も
無
事
終
わ
り

久
々
に
娘
と
外
食
な
せ
り

藤
沢
　
国
子

背
戸
口
を
た
た
け
る
風
も
し
ず
も
り
で

庭
石
淡
く
夕
月
て
ら
す河

原
タ
ツ
ミ

暮
れ
の
こ
ろ
遠
賀
の
川
の
水
の
面
に

夕
月
の
空
映
し
て
お
り
ぬ

大
喝
ト
シ
ミ

俳
句
へ
遠
賀
俳
女
句
会
妙
）

池
田
　
幸
利
運

走
り
梅
雨
信
号
赤
に
変
り
け
り

岩
萩
　
信
江

七
夕
や
駐
在
所
よ
り
高
笑
ひ川

上
　
久
夫

梅
雨
の
雷
一
両
電
車
過
ぎ
て
よ
り

徳
永
小
代
子

夏
休
み
な
り
ラ
ジ
オ
体
操
は
じ
ま
り
ぬ

芳
野
　
宏
子

旧
営
門
一
角
を
蟻
よ
じ
の
ぼ
る

柴
田
と
も
子

●

1

i

 

h

〓

－

●

〓
　
　
初

演
木
の
繁
山
　
善
男
さ
ん
の
作
品

全
国
に
土
を
ば
ら
撒
く
甲
子
園

新
婚
の
旅
に
出
た
娘
を
地
図
で
追
い

強
が
り
を
言
っ
て
も
妻
を
待
つ
日
暮
れ



くらしの

資源保護のため、

あき缶はリサイクルへ

役場293－1234

見てよし、やすこよし

スポーツの秋到来

初めての方大歓迎
エアロビクス教室（後期）の

参加者募集

●とき　9月21日から10月19日ま

での毎週火曜日（5回コース）

午後7時30分から9時まで

●ところ　遠賀コミュニティセン

ター・ホール

●珍加賀100円（保険料5回分）

●申し込み　社会教育課体育振興

係（役場内）
●その他　運動シューズとバスタ

オルを用意してください。

初心者の参加をお待ちしていま

す。男性も参加できます。

県民体育大会バレーボール
競技（青年男子）が遠賀町
で行われます

各地区の予選を勝ち上がってき

た強豪が全国大会出場を目指して

熱い戦いを見せてくれます。町民

の皆様のご声援をお願いします。

●とき　9月19日、午前9時～

●ところ　勤労者体育センター、

町民体育館、遠賀南中学校体育

館の3会場

ヽ

平
成
5
年
育
児
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
の
人
柄
、
性
格
、
能
力
は
育

て
方
次
第
で
決
ま
り
ま
す
。

遠
賀
町
は
、
先
に
「
青
少
年
育
成
県

民
会
議
」
指
定
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

三
年
間
「
0
歳
か
ら
の
親
子
教
室
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
は
、
育
成
内
容
を
高

度
化
し
、
機
構
構
成
も
一
新
し
、
「
親

子
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。

乳
幼
児
期
の
子
と
も
に
と
っ
て
、

も
っ
と
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
母
親
の

役
割
も
重
要
な
も
の
で
す
。
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
対
象
春
　
乳
幼
児
と
母
親
、
一
般
希

望
者

●
学
習
議
団

▽
9
月
2
4
日
　
講
師
　
豊
永
セ
ツ
子
さ

ん
（
の
ぞ
み
愛
児
園
園
長
、
第
一
保

育
短
大
講
師
）

▽
同
月
8
日
　
講
師
　
綺
麗
純
子
さ
ん

（
え
と
う
小
児
科
院
長
）

▽
1
0
月
2
2
日
　
講
師
　
永
漢
初
子
さ
ん

（
東
筑
紫
短
大
保
育
科
教
授
）

▽
1
1
月
5
日
　
講
師
　
村
田
千
代
子
さ

ん
（
サ
、
ノ
村
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

所長）

▽
日
月
1
2
日
　
講
師
　
今
村
茂
生
さ
ん

（
中
津
女
子
短
大
児
童
心
理
学
科
数
綬
）

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
5
0
分

か
ら
3
時
5
0
分
ま
で
で
、
場
所
は
遠

賀
町
中
央
公
民
館
和
室
で
す
。

●
申
し
込
み
　
9
月
2
0
日
（
月
）
ま
で

に
遠
賀
町
育
児
会
代
表
林
初
代
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
2
8
3
3
、
ま
た
は
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

今
年
で
十
八
回
日
を
迎
え
る
遠
賀
町

文
化
祭
が
1
1
月
5
日
か
ら
1
日
ま
で
、

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
す
。
そ
の
「
お
と
な
の
つ
ど
い
」

「
こ
と
も
の
っ
と
い
」
「
芸
能
祭
」
　
の

出
演
者
を
募
焦
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
9
月
1
0
日
　
（
金
）
　
か

ら
5
0
日
　
（
木
）
　
ま
で
に
申
し
込
み
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
遠
賀
町
中
央

公
民
館
事
務
室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
（
用
紙
は
、
中
央
公
民
館
事
務
室

に
あ
り
ま
す
。
）

●
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

御
牧
大
橋
が
拡
幅
工
事

の
た
め
片
側
交
互
通
行

に
な
り
ま
す
。

遠
賀
町
島
津
と
水
巻
町
猪
熊
を
結
ぶ

御
牧
大
橋
の
拡
幅
工
事
が
、
9
月
上
旬

か
ら
6
年
3
月
2
5
日
ま
で
の
予
定
で
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
工
事
期
間
中
、

御
牧
大
橋
は
片
側
交
互
通
行
と
な
り
ま

す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
北
九
州
土
木
事
務
所

℡
　
（
6
9
1
）
　
2
1
6
1

●
募
集
科
目
（
定
員
）
　
　
▽
高
卒
以
上

＝
自
動
車
工
学
科
　
（
二
十
人
）
、
空

調
シ
ス
テ
ム
科
　
（
三
十
人
）
、
印
刷

デ
ザ
イ
ン
科
　
（
三
十
人
）
、
電
子
計

算
機
科
（
三
十
人
）
、
電
気
設
備
科
（
三

十
人
）
　
▽
中
卒
過
年
度
＝
総
合
建
築

科
　
（
二
十
五
人
）

●
募
集
期
間
　
▽
高
卒
以
上
＝
1
0
月
2
9

日
ま
で
　
（
第
一
回
）
、
1
0
月
0
0
ロ
ー

6
年
2
月
1
8
日
　
（
第
二
回
）
　
▽
中
卒

過
年
度
＝
6
年
1
月
1
0
日
～
2
月
4

●
選
考
日
　
▽
高
卒
以
上
＝
日
月
1
6
日

（
第
一
回
）
、
6
年
3
月
8
日
　
（
第

二
回
）
　
▽
中
卒
過
年
度
＝
6
年
2
月

2
2
日

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
高
等
技
術
専
門

校
℡
0
9
2
　
（
6
8
1
）
　
0
2
6
1

ま
た
は
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

所
へ
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講義輩o膠謹 
9月16日（木）午前10時から11時20分まで、洞海湾で巡視艇・若戸渡船・ 

タグボートなどによる海上パレードを行います。 

田国書●問い合わせ若松海上保安部航行安全課℡（761）4200 

〆

危
険
物
取
扱
書
試
験
と

準
循
講
書
が
あ
り
ま
す

●
危
険
物
取
扱
者
試
験

▽
と
き
　
日
月
1
日
　
（
日
）

▽
と
こ
ろ
　
九
州
共
立
大
学

▽
試
験
種
類
　
甲
種
、
乙
種
　
（
第
四
類

～
第
六
類
）
、
丙
種

▽
願
書
受
付
　
9
月
1
6
日
か
ら
2
7
日
ま

で
に
遠
賀
郡
消
防
本
部
へ
　
（
9
月
2
7

日
と
2
8
日
は
北
九
州
消
防
局
で
も
行

い
ま
す
）

●
受
験
準
備
講
習
会

▽
と
き
　
1
0
月
3
1
日
　
（
日
）

▽
と
こ
ろ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
講
堂

▽
受
付
　
9
月
1
6
日
か
ら
1
0
月
2
0
日
ま

で
に
遠
賀
郡
消
防
本
部
へ

●
願
書
の
配
付
・
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀

郡
消
防
本
部
予
防
課

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
1

●
職
種
　
自
動
販
売
機
調
整
、
農
業
機

械
整
備
、
建
築
大
工
、
配
管
、
鉄
筋

施
工
、
和
裁
な
ど
九
十
一
業
種

●
受
験
手
数
料
　
▽
学
科
試
験
＝
一
律

二
千
六
百
円
▽
実
技
試
験
＝
八
千
五

百
円
か
ら
一
万
三
千
八
百
円
ま
で

（
職
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

●
受
付
期
間
　
1
0
月
1
日
～
1
3
日

●
申
し
込
み
　
福
岡
県
職
業
能
力
開
発

協
会
　
（
福
岡
市
東
区
千
早
五
－
ニ
ー

二
四
）
　
℡
0
9
2
　
（
6
1
1
）
　
1
2

3

8

へ
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ご期限
しヽかカも

lWクiこ必ず

自問眠勝騙）
●小さなノくイクだからといって油断は雑物。パイクの起こす人身
llI故‘軽視はで詑せん。無保険（審共済）で死偲雄故でも起こ

したら　それこそ大変です。

●パイクに的脂質保険（共済）への知人が法宿で鍾痛づけち
れています。触保険（重共済）で走ると、6九月以下の懲技また

は5万円以下の罰金　さら（こ逸反点数6点となり、免停処分iニ

なります。

●パイクには凪強制旗がないこともあって自記貿保険（共済）の

経維契約をつい忘れがちです。もし、契約切れ（：なっていたら、

触りの肌合保険会社　代曜店（バイク店・自伝輝度等）、農協
へどうぞII熊険柑（共済掛金）は、3年契約力めすか11．600円と

お得です。

／講習内容
1．特別講師による交通安全講義

2．交通安全映画

／特　典（更新時講習免除）

受講者で運転免許の更新が－年

以内の人は「特別講習済」とし

て試験場での更新時講習（2時

間）が免除されます。

ノ持ってくるもの

交通安全協会会員証と免許証

／と　き　9月28日㈹の午後6時

30分から9時まで

／ところ　遠賀町中央公民館

／問い合わせ　折尾交通安全協会
℡（601）1818へ

ヽ

「
働
く
み
ん
な
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、

正
し
く
手
麗
き
労
働
保
険
」

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事

業
主
は
、
労
働
保
険
　
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
　
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

労
災
保
険
は
、
従
業
員
が
業
務
上
ま

た
は
、
通
勤
途
中
に
災
害
に
遭
っ
た
場

合
、
事
業
主
に
代
わ
っ
て
補
償
を
行
い

ます。雇
用
保
険
は
、
従
業
員
が
失
業
し
た

場
合
に
失
業
給
付
を
行
う
ほ
か
、
失
業

の
予
防
や
雇
用
機
会
の
増
大
を
行
う
事

業
主
に
対
し
て
も
一
定
の
要
件
に
よ
り

各
種
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

ま
だ
、
加
入
手
続
き
を
と
ら
れ
て
い

な
い
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
従
業
員
が

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
、
労

働
基
韓
監
督
署
で
加
入
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
福
岡
県
労
働
部
雇
用
保

険
課
℡
0
9
2
　
（
6
5
1
）
　
1
1
1
1

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
作
品
　
三
十
字
以
内
に
農
業
と
消
費

者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
表
現
し
た
も
の

●
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
①
作
品
②
氏

名
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤
年
齢
⑥
農

業
祭
に
期
待
す
る
こ
と
を
書
い
て
、

同
月
8
日
　
（
金
）
　
ま
で
に
遠
賀
郡
農

業
振
興
連
絡
協
議
会
事
務
局
〔
〒
肌

－
4
2
岡
垣
町
糠
塚
三
五
四
I
A
お
ん

が
生
産
セ
ン
タ
ー
内
℡
　
（
2
8
2
）

3
0
9
6
〕
　
へ

●
作
品
の
採
用
　
応
募
作
品
の
中
か
ら

入
選
一
点
、
佳
作
三
点
を
選
考
し
、

入
選
作
品
を
採
用
し
記
念
品
を
贈
り

ま
す
。

●
対
象
　
入
社
後
五
年
以
上
の
勤
労
者

●
定
員
　
十
人

●

と

き

　

▽

第

一

回

＝

1

0

月

1

6

日

（
土
）
、
1
7
日
（
日
）
、
2
3
日
（
土
）
、

2
4
日
　
（
日
）
　
の
午
前
9
時
5
0
分
か
ら

午
後
4
時
0
0
分
ま
で
▽
第
二
回
＝
n

月
6
日
　
（
土
）
、
1
日
　
（
日
）
、
1
3
日

（
土
）
、
1
4
日
　
（
日
）
　
の
午
前
9
時

0
0
分
か
ら
午
後
4
時
3
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
八
幡

●
受
講
料
　
四
千
円

●
申
し
込
み
　
雇
用
促
進
事
業
団
　
八

幡
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

℡
　
（
6
4
1
）
　
4
9
0
6
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人のぅごき
平成5年8月末日現在（）は前月比

●世帯数　　　　●人　口
5，562（＋14）　18，663（＋51）

●男…・i・8．903　●女…i・・9，760

●転入……115　●転出………62

●出生………　8　●死亡………10

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　株式会社ペイジ

総
面
積
二
十
二
・
一
四
両
　
『
水
と
緑
』
　
多
く
の
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
わ

た
し
た
ち
の
町
。
現
在
二
十
四
区
の
行
政
区
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

に
も
、
素
敵
な
場
所
、
話
題
に
な
る
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
　
「
お
ん
が
」
を
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

昭
和
6
3
年
に

田
園
区
と
し
て
ス
タ
ー
ト

昭
和
5
6
年
日
月
、
尾
崎
区
の
約
三
十

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
住
宅
団
地
の

開
発
が
始
ま
り
ま
し
た
。
工
事
は
五
つ

の
工
区
に
分
け
ら
れ
、
す
べ
て
の
工
事

が
完
了
し
た
の
が
平
成
3
年
3
月
。
実

に
9
年
の
歳
月
を
要
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
住
宅
団
地
が
現
在
の
田
圃

北
区
・
南
区
で
す
。
当
初
は
、
尾
崎
区

の
一
部
と
し
て
完
成
し
た
工
区
か
ら
入

居
が
始
ま
り
ま
し
た
。
次
第
に
世
帯
数

も
増
え
、
昭
和
6
3
年
4
月
1
日
に
尾
崎

区
か
ら
分
区
。
百
三
十
世
帯
、
六
つ
の
隣

組
で
田
園
区
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
急
激
な
世
帯
の
増
加
に
伴
い
、

今
年
、
4
月
1
日
に
団
地
中
央
を
流
れ

る
水
路
を
境
に
、
田
園
北
区
と
南
区
に

分
か
れ
ま
し
た
。
田
園
北
区
　
－
　
世

帯
数
二
百
五
十
六
戸
、
人
口
千
四
百
七

人
　
（
8
月
3
1
日
現
在
）
　
の
地
区
で
す
。

区
内
で
青
・
壮
年
部
を

発
足
さ
せ
る
予
定

尾
崎
区
の
時
代
か
ら
田
園
中
央
公
園

を
舞
台
に
始
ま
っ
た
、
地
区
の
盆
踊
り

は
、
田
園
南
区
と
合
同
で
今
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
お
盆
は
里
帰
り
す
る
人
も

多
く
、
区
民
全
員
の
参
加
と
は
い
き
ま

せ
ん
が
、
残
っ
た
若
い
人
た
ち
が
中
心

に
な
り
夜
店
を
出
す
な
ど
し
て
、
か
な

り
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
う
い
っ
た
若
い
人
た
ち
か
ら
、
青
・

壮
年
部
を
作
っ
て
く
れ
と
言
、
つ
声
も
多

く
、
発
足
さ
せ
る
予
定
が
あ
り
ま
す
。

「まず、青・

壮
年
部
を
中

心
に
活
動
を

展
開
し
、
区

の
活
性
化
を

図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
」
と
区

長
の
合
尾
登

さ
ん
は
話
し

ま
す
。

老
人
会
も
い
ろ
ん
な
催
し
を

通
じ
て
親
睦
を
深
め
ま
す

若
い
人
が
多
い
地
区
で
す
が
、
老
人

会
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
毎
年
一
回
、
会
で
旅
行
に

も
行
き
ま
す
。
今
年
は
、
熊
本
旅
行
を

楽
し
ん
で
き
た
そ
う
で
す
。
区
で
は
0
0

歳
以
上
の
人
を
老
人
会
に
誘
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
た
ま
た
働
い
て
い
る
人
も
多

く
、
0
0
歳
以
上
の
人
す
べ
て
が
会
員
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

現
在
で
は
約
六
十
人
が
入
会
し
て
お
り

和
気
あ
い
あ
い
と
親
睦
を
深
め
て
い
ま

す。緑
の
ま
ち
づ
く
り

ー
将
来
は
、
自
分
た
ち
の
手
で

地
区
内
に
入
る
と
、
ま
ず
、
気
が
つ

く
こ
と
は
、
緑
が
多
い
と
い
、
つ
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
地
区
で
緑
化
協
定
　
（
垣

根
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
禁
止
し
、
生
け
垣

で
整
備
す
る
な
ど
を
決
め
た
も
の
）
　
を

結
び
、
緑
の
町
並
み
を
維
持
し
て
い
る

か
ら
で
す
。
し
か
し
、
緑
を
守
っ
て
い

く
に
は
多
額
の
管
理
費
が
必
要
で
、
区

民
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
て
い
ま

す
。
区
長
の
合
屋
さ
ん
は
「
現
在
、
民

間
の
管
理
会
社
が
管
理
を
し
て
お
り
費

用
が
高
い
の
は
事
実
で
す
。
将
来
は
、

区
で
道
具
を
準
備
す
る
な
ど
し
て
自
分

た
ち
の
手
で
管
理
し
緑
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。（

取
材
協
力
・
合
尾
登
区
長
）

園
田
回
国

社
会
情
勢
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
に

伴
っ
て
、
古
い
も
の
は
忘
れ
去
ら
れ
、

新
し
い
も
の
ば
か
り
追
い
求
め
る
感
が

あ
る
昨
今
。
し
か
し
、
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
一

つ
が
お
年
寄
り
の
知
恵
　
（
言
葉
）
　
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
本
当
に
生
き
る
こ
と

の
意
味
を
知
っ
て
い
る
の
は
お
年
寄
り

で
あ
り
、
そ
の
言
葉
に
は
、
豊
か
な
経

験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
説
得
力
が
あ
る
と

思
う
か
ら
だ
。
▼
表
紙
を
飾
っ
て
い
た

だ
い
た
四
人
の
笑
顔
は
、
み
な
輝
い
て

い
た
。
写
真
を
撮
り
終
え
た
と
き
、
ふ

と
曲
が
っ
た
腰
を
た
た
き
な
が
ら
、
今

な
お
農
作
業
を
続
け
て
い
る
祖
母
の
姿

が
思
い
出
さ
れ
た
。
▼
今
ま
で
な
に
も

し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
そ
の
祖
母

に
、
敬
老
の
日
に
は
、
1
歳
半
に
な
る

わ
が
子
の
写
真
で
も
送
っ
て
や
ろ
う
と

思
っ
た
。
（
英
）


